
報告会 胆振圏域
日時：令和3年12月11日（土） 10：00～11：20

場所：北海道看護協会（Web開催）

プログラム
9：30 受付
9：55 オリエンテーション
10：00 開会挨拶 北海道看護協会 会長 上田 順子
10：05 出向支援事業について 訪問看護ステーション出向支援事業コーディネーター 清野 しのぶ
10：30 報告

医療法人社団医修会 大川原脳神経外科病院 看護師長補佐 上田 久美子
看護師 網代 淑美

訪問看護ステーションナチュリア 所長(管理者) 松田 富美代
11：00 質疑応答・意見交換
11：20 閉会挨拶 室蘭支部支部長 荒川 洋美

参加者：24名

報告会が延期となり令和元年度の出向支援事業から2年以上を経過してのWebでの報告会であった。
出向元の上田看護師長補佐から、事業参加の背景・目的、実施までの流れ、成果と課題について説明された後、退院支援・在
宅復帰機能強化に向けた体制作りの必要性について話された。
出向者の綱代看護師から、体験した内容や事例紹介、病棟での取り組みの振り返り、入院中から退院後の生活を見据え患者の
思いに寄り添った看護の重要性、ケアマネジャーや訪問看護師を含めた退院前カンファレンスの充実、顔の見える関係性の構
築など今後の課題について報告があった。
出向先の松田所長からは、受入れ訪問看護ステーションとしての目的の明確化、期間中の訪問や会議参加の様子について報告
された。また、看看連携の課題にもふれ、看護職が病状を悪化させない予防的な考えを持つことや退院支援に関わる部署との
関係構築の必要性など話された。
報告後の意見交換も活発に行われ、参加者から訪問看護に興味がわいたという意見もあった。


